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ー ２０１７年１０月号 － 

９月のトピックス 

 

〇 中国からの誘客促進情報発信事業（９月３日～９日：福岡県、大分県、宮崎県、鹿児島県） 

今年度１０月から３月にかけて放映予定の中国のテレビ番組「九州印象」の撮影を行いました。今回は、

全６回放映のうち前半３回分の撮影を行い、後半３回分の撮影は１１月に行う予定です。九州のブランド

イメージである「温泉」を中心に、「食」や「体験」といった九州全域の観光素材と交通手段を併せて中

国の視聴者にアピールします。 

     

 

〇 中国におけるインターネットを活用した情報発信及び観光客誘致映像の制作事業 

（９月４日～１０日：九州７県） 

  中国で発信力のある中国人ＫＯＬ（Key Opinion Leader）及び動画制作会社を招請（９月４日～１０

日）し、九州の観光情報の動画撮影を行いました。制作した動画は、配信サイトを通じて配信することに

より、中国市場における九州観光の認知度向上及び誘客促進を図ります。 

     

 

 

 

 

（一社） 九州観光推進機構 活動レポート 
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〇 平成２９年第１回九州７県国内 WEB 担当者会議（９月６日：福岡市） 

九州各県・観光連盟、当機構の国内 WEB 担当者による「平成２９年第１回九州７県国内 WEB 担当者会

議」を開催し、九州各県・観光連盟、当機構の WEBサイトの現状の把握、各県の WEBサイトへの取り組み

状況についての発表、最新のデジタルメディア情報の意見交換会を行いました。また、８月にリニューア

ルした「九州旅ネット」を事例に、WEBコンサル業者によるアクセス解析方法の勉強会も行いました。 

WEBや SNSにおけるデジタルメディアでの情報発信は、今後益々重要性を増していくため、九州７県で

の情報共有、アクセス数の増加対策の成功事例の紹介など、情報交換を密にできるように今まで以上に連

携を図っていきます。九州各県の情報発信力を高めることが、九州への誘客につながりますので、今後も

継続的に取り組んでいきます。 

  

 

〇 JNTO アウトバウンド商談会出展（９月７日：韓国釜山） 

ＪＮＴＯ主催のアウトバウ

ンド商談会（釜山）に出展し、

九州オルレをはじめ、九州の豊

富な観光資源をＰＲしました。

今回は特に九州北部豪雨によ

る被害復旧状況、交通の迂回情

報や九州オルレ等について案内しました。 

釜山の旅行社からは、最近は九州への FIT 客が急激に伸び、逆に団体ツアー客の実績数が減っている

との情報を得ました。このような情報を元に今後九州への誘客促進事業を展開していきます。 

 

 

〇 シンガポール市場における FIT 向け Web 情報発信事業（９月９日：シンガポール） 

 シンガポールよりブロガーを招請し、招請中及び帰国後に自身の SNS及び外部のツールを活用して情

報を発信する事業を実施しました。 

招請した有名ブロガーには食と家族連れ旅行をテーマに九州全 7県を回って取材をしていただきまし

た。ファムツアーの行程にフルーツ狩り、JR九州の観光列車乗車体験等、子供目線でも楽しめる要素を

盛り込むことにより家族旅行層へのリーチを図っています。 
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〇 平成３０年度上期九州観光素材説明会・相談会の開催 

（９月１２日、１３日、２７日：大阪、名古屋、福岡） 

旅行会社の商品造成担当者等に九州の観光素材を PRするため、九州各県観光課・観光連盟と共に、

主要都市（大阪・名古屋・福岡）における「平成３０年度上期九州観光素材説明会・相談会」を実施

しました。（東京は８月に実施済み。） 

【後援：（一社）日本旅行業協会、（一社）全国旅行業協会 大阪府支部・愛知県支部）】 

第１部では、機構・各県のプレゼンテーションを行う「説明会」、第２部では、旅行会社等と九州

側参加者との「相談会」、第３部では、旅行会社等と九州側参加者との「意見交換会」（立食形式）を

実施しました。（名古屋会場は、春に意見交換会を実施済みのため、第２部まで。） 

平成３０年度上期は、「明治維新 150周年」を迎えるため、佐賀県・鹿児島県の両県より、関連ス

ポットの PR を行う合同プレゼンテーションが実施されました。また、当機構からは、「九州の世界

遺産 旅行商品造成マニュアル」を配付。来年７月の世界自然遺産登録を目指す「奄美大島、徳之

島、沖縄島北部及び西表島」の商品造成マニュアルを提供しました。また、今回は、相談会会場を従来

よりも拡大。各県ブースの規模を大きくし、参加者の皆様に待ち時間なくスムーズにお回りいただけるよ

うにしました。県からは、一度に多くの参加者の相談に対応することができ、効果的な PRに繋がったと

の感想がありました。また、参加者からも、待ち時間なく多くの県のブースに参加することができ、有意

義な時間を過ごせた、との感想をいただきました。 

さらに、福岡会場の相談会では、特設ブースとして「セミナーブース」「映像ブース」も設置。来年度

の大きなトピックである「明治維新 150周年」・「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産（世界文化遺

産登録予定）」のセミナーや、九州観光の魅力を PRする映像「JR九州（九州新幹線・D＆S列車）」「湧々

座（熊本城の今）」「鹿児島県（Beauty of Life, Kagoshima）」「福岡県（『神宿る島』宗像・沖ノ島と関連

遺産群）」「長崎県（Nagasaki Harmony2）」をご覧いただきました。 

また、福岡会場では、宿泊施設３３社（機構会員 18社・非会員 15社）の皆様にもご参加いただき、各

県ブースの充実を図りました。旅行会社等参加者の皆様からは、「九州の最新情報を知ることができてよ

かった」「会場が広く、ゆっくり相談できてよかった。」などご好評をいただきました。 

 多くの旅行会社等担当者へ直接 PRできる本説明会は、非常に有効であるため、今後も、各県観光課・

観光連盟、九州のひなまつり広域振興協議会とともに、効果的な PRに取り組んでいきます。 

 

【各会場の参加人数】※主催者側含む（九州各県観光課、観光連盟、ひなまつり協議会、施設、当機構 等） 

大阪：２１９名、名古屋：１４７名、福岡：３０４名  （東京（８月２９日） ２６６名） 

合計：９３６名 （東京を含む） 

第１部（説明会） 第２部（相談会） 第３部（意見交換会） 
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〇 ツーリズム EXPO ジャパン２０１７出展事業（９月２１～２４日：東京ビッグサイト） 

今年は「九州からありがとう」をテーマに来場者に九州の魅力をＰＲしました。 

9/23（土）の特設ステージ（Japanステージ）ではヴァイオリニストの大迫淳英さんや協力航空会社のＣ

Ａに出演、御協力を頂き、ステージで盛大にＰＲし、九州への誘客促進を実施しました。座席はほぼ満席

となり立ち見をされている方も散見されました。 

また機構ブース内では各県の協力のもと、各県のゆるキャラが登場する観光 PRタイム、協力航空会社

による PRタイム、大迫淳英さんの生演奏や九州各県のブースを回遊するクイズラリーなど多くのイベン

トを実施し、九州が一体となった誘客活動を行いました。 

 

【２０１７年度 ツーリズム EXPOジャパン２０１７来場者数】  

速報：１９１，５００名（前年比１０３％） 

 

◆ 九州観光推進機構からのお知らせ 

 

〇 九州観光推進機構サイトの会員向け情報ページに「観光統計情報」を掲載」（１０/６） 

「九州の外国人入国者数の推移について～２０１７年８月（速報値）、２０１７年７月（確定値）」を掲

示しました。ぜひご活用ください。 

 なお、会員向け情報ページを閲覧するには、ＩＤとパスワードが必要になります。ご不明な点はお問

い合わせ先までお願いします。 

 

九州各県 PR② 九州各県 PR① 

航空プロモ PR （Japanステージ） 大迫淳英さんの生演奏  



5 

〇 １０月以降の主な事業 

・第２回運営協議会（１０月１６日：福岡市） 

・Let’s go to KYUSHU（１０月２１～２２日：JR大阪駅） 

・フィリピン・ベトナム旅行博出展・旅行会社招請事業（１０月７～８日：フィリピン、ベトナム） 

・台北国際旅行博（ＩＴＦ２０１７）（１０月２７～３０日：台北） 

・済州オルレウォーキングフェスティバル出展（１１月３日～４日：韓国済州道西帰浦） 

・ＭＯＵ締結中国旅行社招請事業（１１月８～１５日：九州７県） 

・モードツアー旅行博覧会出展事業（１１月１６日～１９日：韓国ソウル市） 

・マレーシア、インドネシア旅行博出展・招請事業 

（１１月下旬～２０１８年３月：マレーシア、インドネシア） 

・韓国における九州観光説明会・商談会（１１月下旬：韓国ソウル市、釜山市） 

・ASEAN２か国における九州観光説明会・商談会事業（１２月上旬～中旬：タイ、シンガポール） 

・タイ旅行博出展・旅行会社招請事業（２０１８年２月７～１１日：タイ） 

・ソーシャルメディア・インフルエンサーを主体としたタイにおけるＦＩＴ向け情報発信事業 

（情報発信：８月～１１月：タイ） 

☆九州旅ネットメールマガジン配信中！☆ 

九州旅ネットよりカンタン登録ができます。旬の観光情報を配信していきますのでぜひご登録ください！ 

九州旅ネット：https://www.welcomekyushu.jp/mailmagazine/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～編集後記 第１０回～ 

 秋本番！みなさまどこか出かけられましたか？ 

 先日地元長崎県の波佐見町鬼木郷に棚田と案山子を見にいってきま

した！焼き物で有名な波佐見町ですが、毎年秋分の日に「鬼木棚田まつ

り」が開催され、体験イベントや世相を表した様々な案山子を楽しむこ

とができます。私は残念ながらイベント当日には参加できなかったので

すが、案山子はその後も展示してあるので、個性豊かな案山子たちと日本棚田 100 選にも選ばれてい

る鬼木棚田を楽しんできました。今年は金〇恩さんとト〇ンプさんがたくさん・・・（笑）彼岸花が咲

き乱れる棚田もとてもきれいでした。九州の他の棚田も見に行こうと思います！（坂） 

 

◇◇ お問い合わせ先 ◇◇ 

一般社団法人 九州観光推進機構  企画部 川口、 坂口 

TEL:092-751-2943（代表） 

092-751-2946（国内誘致推進部ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ） 

092-751-2947（海外誘致推進部ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ） 

092-751-2951（九州観光広報ｾﾝﾀｰﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ） 

FAX:092-751-2944 

E-mail：infokyushu@welcomekyushu.jp 

https://www.welcomekyushu.jp/mailmagazine/
tel:092-751-2943
mailto:infokyushu@welcomekyushu.jp

